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①内燃研価格・体系(メニュー)価格予想

1 重油・アスファルト最新動向
〜日本〜

※24年2月22日時点、単位︓円/kl

リム情報開発が⾏った22日時点における24年1〜3月の内燃研価格予想
は、A重油がキロリットルあたり106,900円。前期は未決着のままだ。
0.5％S重油が同11,300円安の102,440円、HSC重油が同9,100円安の
88,760円となった。

同期の体系(メニュー)の予想価格はHSC重油が同9,100円安の83,360
円、C重油0.5％S(HPP)が同9,980円安の94,680円、LSC重油が同
10,070円安の96,600円となった。

内燃研のA重油価格は東京商品取引所(TOCOM)原油先物相場などに
JCC価格予想を加味して算出した。内燃研の0.5％S重油(適合油)価格は
ENEOS基準価格予想に内燃幹事社が設定するプレミアムを上乗せして算
出している。内燃研のHSC重油価格はメニュー価格を基にした。

体系(メニュー)価格内燃研価格

LSC重油C重油
0.5％SHSC重油HSC重油0.5％S重油

(適合油)A重油適⽤対象月

94,71092,95082,11087,510100,400109,600決定23年7〜9月

106,670104,66092,46097,860113,740未決着決定23年10〜12月

96,60094,68083,36088,760102,440106,900予想24年1〜3月

99,54097,62087,36092,760105,380105,000予想24年4〜6月
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②重油海陸格差(A重油0.1％S) リム調べ
注)24年2月平均は22日時点の推定値
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③ストレートアスファルト価格・需給動向

単位︓円/トンアラブヘビー原油価格動向

※AH原油の価格は、リム情報開発のドバイ原油とオマーン原油の平均値にサウジアラビア国営サウジアラムコ
が毎月公表するAH原油の公示販売価格(OSP)を加えたものを採用。ストレートアスファルトの販売価格に使わ
れるAH原油は、販売する月の前々月21日〜前月20日までの平均値が参照される。価格および価格差は、卸販
売の対象月が対象。

出所:市場情報を基にリム情報開発が作成

原油価格動向
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アラブヘビー原油 月間格差 アラブヘビー原油価格AH価格 月間格差

ストレートアスファルト(以下、ストアス)を取り引きする際に指標と
なるサウジアラビア産アラブヘビー原油(AH)は、3月の卸販売価格に適
用される1月22日〜2月20日の平均価格が、81.03ドルと前月比でバレ
ルあたり1.19ドル、円建て価格がトンあたり76,265円と同2,936円と
もに上昇した。中東情勢の緊迫の度合いが増したことでドバイ原油に対
する買いが進み、AHが連動して上昇した。為替が円安ドル高に転じたこ
とから、円建て価格の前月比の上げ幅がドル建てに比べ大きくなった。

3



出所:いずれも市場情報を基にリム情報開発が作成

原油価格トピックス

※ENEOSの卸価格変動は2021年5月価格対比

AH原油のOSP、3月積みは前月比で据え置き
国営サウジアラムコは、3月積みAHの公式販売価格(OSP)をドバイ原

油とオマーン原油の平均値に対して30セントのディスカウントと、2月
から据え置いた。サウジアラムコは今年に⼊り、⻑期契約者への同国産
原油の販売量の維持、拡大を目的に、各種のOSPを原油や石油製品の値
動き等をもとにした試算値に比べ、低くする方針を取っているもよう。

3月 2月 1月 12月 11月 10月
アラブ・ス－パ－ライト 2.95 2.95 4.95 5.45 5.45 5.45
アラブ・エクストラライト 1.50 1.55 3.55 4.05 3.35 2.85
アラブ・ライト 1.50 1.50 3.50 4.00 4.00 3.60
アラブ・ミディアム 0.55 0.75 2.75 3.35 3.45 3.45
アラブ・ヘビ－ ▲ 0.30 ▲ 0.30 1.70 2.00 1.70 1.70

単位︓ドル/バレル
ドバイ原油およびオマ－ン原油・平均値に対するプレミアム/ディスカウント

サウジアラビア原油・タ－ム契約価格（OSP）
2023年2024年
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リムストアス価格 VS ENEOS卸価格変動額
ENEOS卸販売累積変動 リムストアス価格

単位︓円/トン

リムストアス価 ENEOS卸価格
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※ENEOSは、AH原油価格の月間格差が1,000円以上変動した場合に卸販売価格を変更し各社へ通達する。月間格差が
1,000円に達しない場合でも、過去の価格変動を累積加算してその⽔準が1,000円を上回った場合にも卸価格を変更する。

出所:市場情報を基にリム情報開発が作成

ENEOS、3月の卸販売価格は前月比3,000円高

ENEOS仕切り価格

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 通期

2021年度 10,000 ━ 1,000 4,000 3,000 ▲1,000 1,000 6,000 3,000 ▲5,000 5,000 7,000 34,000

2022年度 13,000 6,000 6,000 7,000 ▲3,000 ▲7,000 1,000 ▲3,000 ▲1,000 ▲16,000 ▲ 4,000 1,000 0

2023年度 1,000 1,000 ▲1,000 ━ 4,000 8,000 6,000 3,000 ▲4,000 ▲9,000 ▲2,000 3,000 10,000

         ENEOS ストレートアスファルト仕切り価格 （対前月比) 単位︓円/トン

ENEOSは、3月のストアスの卸販売価格を2月から3,000円引き上げ
た。3月の卸販売価格に適用されるAHの価格が、前月から2,936円上昇
したことをENEOSが考慮したようだ。

ドバイ原油の相場は1月下旬以降、終始80ドルを挟んで底堅く推移し
た。イスラエルとイスラム組織ハマスとの交戦が激しさを増すとともに、
イラン、レバノンのシーア派組織ヒズボラ、イエメンの親イラン武装組
織フーシ派など他の中東諸国や武装組織を巻き込んだ紛争に発展してお
り、ドバイ原油をはじめとした中東産原油に対する供給懸念が強まった。
⼀方で為替は、1月22日〜2月21日のTTSの平均が1ドル149円65銭と
前月比で3円65銭の円安ドル高となった。大手ストアス販売会社は3月
の卸販売価格について「中東情勢および為替の動向を⾒て、⼀時は2月
比で4,000円の上げもあると覚悟していたが、最終的には想定内の低い
⽔準に落ち着いた」と伝えた。

出光興産も3月の卸販売価格を2月から3,000円引き上げた。出光興
産はAHに加えて、ドバイ原油を中心とした複数の中東産中・重質原油
の値動きを、卸販売価格を決める際の参考としている。
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※東日本は、北海道、東北、関東甲信。⻄日本は、中部、北陸、関⻄、中国、四国、九州、沖縄。

価格概況

地域 時期 取引価格帯  相場動向
東日本 2月下旬 89,000-94,000 やや強
⻄日本 2月下旬 89,000-94,000 やや強

             新規ストレートアスファルト 取引価格                   単位︓円/トン

2月下旬のストアスの相場は強含んでいる。契約者向けの販売を含む3
月の合材工場届け価格は、東日本、⻄日本ともにトンあたり89,000〜
94,000円と1月下旬に比べ3,000円上昇した。東京都の臨海部の合材工
場向けに90,000円前後、千葉県千葉市および兵庫県姫路市の合材工場向
けには93,000〜94,000円でいずれも成約が具現した。ENEOSによる3
月の卸販売価格が2月から上昇することが確実視されていたことから、2
月中旬以降、ストアス販売会社の大半が3月の販売価格を2月から2,000
〜4,000円引き上げた。製油所の障害が続く東北や神奈川県を中心とし
た首都圏、中国地方などでストアスの供給がややタイトなこともあり、
販売価格を引き上げやすい商況となっている。

2月下旬の改質アスファルトⅡ型(以下、Ⅱ型)の3月の合材工場届け価
格の中心は100,500〜105,500円と1月下旬から3,000円上昇。ストア
スとの格差はⅡ型の10,500円高と前月から変わらず。改質アスファルト
製造会社に対する販売攻勢が沈静化しており、Ⅱ型の道路舗装会社向け
の販売価格も、ENEOSの卸販売価格の値動きに連動する傾向にある。

⼀方、ストアス販売会社と道路舗装会社との間で3月後半から進められ
る1〜3月期の精算交渉では、⼀部の大手ディーラーが「道路舗装会社に
対して『協⼒』といわれる調整値引きの⽔準を、最大でも100〜200円
に抑える方向で調整中」と伝えている。ストアス相場の上昇基調が続く
なか、4月以降の値上げを⾒据え、強気の販売姿勢を示している。

6

rim20
新しいスタンプ



価格トピックス

ローリー運賃、値上げ要請の受け⼊れ進む
ストアス販売会社が進めるストアス輸送用のタンクローリーの値上げ

交渉が佳境を迎えている。2024年度から「働き方改革」の⼀環でタン
クローリーの運転手の労働時間に上限が課されることを受け、タンク
ローリーを保有する輸送会社の大半は、2024年4月から運賃の大幅な引
き上げに動いており、タンクローリーを傭⾞するストアス販売会社も運
賃上昇分の価格転嫁の必要に迫られている。道路会社や改質アスファル
ト製造会社向けのストアスの供給は、大半が合材工場や改質アスファル
ト製造工場への届けとなっており、ストアス販売会社はローリー運賃を
ストアスの販売価格に加算して販売している。

ストアス販売会社が契約先の道路会社や改質アスファルト製造会社へ
要請する値上げの⽔準は、トンあたり3,000円が中心。首都圏や関⻄な
ど製油所や油槽所から近い場所にある工場向けの場合2,000円前後、供
給拠点から離れた工場向けの場合4,000〜4,500円を要請しているケー
スもある。2月下旬までに複数の道路会社が、ストアス販売会社の値上
げ要請を受諾しているもよう。特に、ストアスの供給者が限られる遠隔
地の工場を運営する⼀部の道路舗装会社は、ストアスの供給確保を最優
先にしており、4,000円強の値上げを受け⼊れているようだ。

ディーラー間、4月以降1,000〜1,500円の上げ要請
ストアス販売会社やディーラー間でも2024年4月以降の契約価格の交

渉が進んでいる。これらの企業間では、製油所や油槽所出しの取り引き
が中心で、タンクチャージを中心とした基地経費やストアス転送用の船
運賃の上昇分などのコスト増加に伴う価格転嫁が進められている。値上
げ要請の⽔準はトンあたり1,000〜1,500円が中心となっている。
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※東日本は、北海道、東北、関東甲信。⻄日本は、中部、北陸、関⻄、中国、四国、九州、沖縄。

需給概況

地域 時期 動向
東日本 2月下旬 ややタイト
⻄日本 2月下旬 ややタイト

ストレートアスファルト 需給動向

2月下旬のストアスの需給は、東日本、⻄日本ともにやや引き締まって
いる。千葉県をはじめとした首都圏、東北や九州北部などでは年度末に
向け、官公庁が実施する道路舗装工事向けの需要が増加に転じている。
ENEOSによる3月の卸販売価格が2月比で上昇したことから、2月末には
3月引き取り分を前倒しで引き取る仮需が大量に発生する⾒通しとなる
など、ストアスの需要は総じて堅調だ。反面、供給は多くの地域で通常
の⽔準を下回っている。複数の製油所における設備障害等の影響でスト
アスの生産が減少しており、供給は総じて細っている(製油所出しの詳細
は「製油所・油槽所」を参照)。

首都圏では、官公庁が実施する道路舗装工事に加え、東京国際空港と
成田空港向けの改質Ⅱ型を中心とした需要が堅調となっている。高速道
路向けの需要も増勢だ。首都圏連絡道路では、千葉県と茨城県を中心に
新規敷設工事に加え拡幅工事が断続的に進められており、超大型工事の
実施が相次いでいる。東京都では首都高羽田線で集中工事が続けられる
とともに、中央⾃動⾞道でも大型工事が実施されている。

東北でも、高速道路や各地の幹線道路で活発に舗装工事が展開され始
めた。このうち福島県では、いわき市の⼩名浜港と常磐道を結ぶ復興再
生道路の⼩名浜道路の敷設工事が進められている。当該工事は合材約
4,000トンを使用する大型工事となる。
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需給トピックス

⿅島道路、2024年度のストアスを買い付けへ
⿅島道路が4月〜2025年3月期のストアスの買い付けに動き出した。

石油元売りや大手ディーラーなどに対して、2月供給分に対する⾒積も
り価格の提示を、⼊札を通して求めており、当該価格をもとに4月以降
の供給者の選別を進める。4月以降の契約価格は、売買双方で合意した
2月供給分の契約価格をもとに、ENEOSによる月例の卸販売価格の動
きに合わせて決まることになっている。ストアス販売会社は、⿅島道
路が全国で運営する合材工場ごとに⾒積もり価格を提示する必要があ
り、工場ごとに個別の価格設定を進めている。

⿅島道路への応札価格については、大半のストアス販売会社が4月以
降のタンクローリーの運賃引き上げ分を加味して試算しているようだ。
大手ストアス販売会社は「工場により応札価格には大きなばらつきあ
るが、トンあたり90,000円台が中心となっている」と伝えている。

大成ロテックとガイアート、4月以降の買い付け準備進める
道路会社では⿅島道路の他、大成ロテック、ガイアート、日本道路、

大林道路が⼊札をとおしてストアスを購⼊している。このうち大成ロ
テックとガイアートは、いずれも4月起こしの1年分をまとめて購⼊し
ておりすでに、複数のストアス販売会社に対して⼊札を前にした事前
調査を進めている。

⼀方、日本道路は7月起こし、大林道路は1年間を1〜7月、8〜12月
の2期に分けてストアスを買い付けており、いずれの道路会社も6〜7月
に買い付けへの動きを⾒せそうだ。
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出所:市場情報をもとにリム情報開発が作成

製油所・油槽所

ENEOS根岸製油所、出荷制限続く
ENEOSの根岸製油所(日量15万3,000バレル)では重質油分解装置の障

害を受け、2月10日から始まった針⼊度が60〜80と80〜100の出荷規制
が、2月下旬時点でも続いている。代替供給拠点は、大阪国際石油精製
(OIREC、同日量12万9,000バレル)の千葉油槽所が指定されている。

仙台製油所(同14万5,000バレル)でも出荷規制が実施されている。備
蓄設備1基で底板等の修繕作業が実施されている影響で、ENEOSがスト
アスの生産量を引き上げられない状況が続いている。昭和瀝⻘工業の石
巻油槽所、ニチレキの仙台工場で代替出荷を実施中。

この他、定修が実施されている⿇⾥布製油所(同12万8,000バレル)、
昨年来、不調が続く大分製油所(同13万6,000バレル)でも出荷規制が継
続中。⼀方、2月8日から配管の修繕作業が実施されていた⽔島製油所B
工場の出荷制限は、近く解除される⾒通しとなっている。

精製会社 製油所 常圧蒸留装置 能⼒
(日量/バレル)

摘要

仙台 No.1 145,000
・備蓄設備1基で修繕作業が実施されており、備蓄能⼒の低減に伴い⽣産量の低い状態が続いている。ニチレキ・仙
台⼯場、昭和瀝⻘⼯業・⽯巻油槽所で代替供給を実施中。

⿅島 No.1 168,000 ・ストアスの⽣産および出荷を6月から停止する。

根岸 No.4 153,000
・重油関連設備の不具合に伴い、常圧蒸留装置が2月上旬から1週間程度の予定で稼働を停止。2月10日〜3月6日の
予定でストアスの出荷規制が実施されている。 

水島A No.3 150,000

No.2 95,200

No.3 105,000

⿇⾥布 No.4 128,000 ・1月27日から定修が実施されており、常圧蒸留装置の稼働が停止している。定修の終了は4月下旬の予定。

大分 No.3 136,000
・2023年11月中旬以降、⼀部設備の不具合に伴い、針⼊度80〜100のストアスの出荷が停止している。復旧は2月
下旬の予定。 

No.2 100,000

No.3 155,000

コスモ⽯油 四日市 No.6 86,000 ・特になし。

⻄部⽯油 山口 No.2 120,000
・製油所の操業を2024年3月をめどに停止することに伴い、アスファルトの海上出荷は停止。⻄部⽯油は陸上出荷
に関し、近隣の⻄部特アスの油槽所を使⽤して継続する予定。

出光興産 四日市 ・1月⼊り後に発⽣した直接脱硫装置での不具合が続いている。

製油所動向

ENEOS

水島B
・B⼯場のストアスの配管で2月8日以降、修繕⼯事が実施されることになったことに伴い、出荷制限が実施されてい
る。期間は1週間程度の⾒込みで2月下旬には出荷が再開になる⾒込み。
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輸⼊動向

供給余剰感強い、東南アジアや中国の需要低迷受け
2月下旬の東アジアのストアスには供給余剰感が強い。シンガポール

と韓国の製油所出しの供給がいずれも十分な反面、需要が振るわない。
東南アジアでは、インドネシアやマレーシアなど多くの国が雨季⼊り
していることで、道路舗装工事向けのストアスの需要が低迷している。
またインドネシアでは2月、5年に1度の大統領選挙が実施されている
ことから、首都ジャカルタなどでは道路など公共設備の工事が⼀時的
に中断となっているようだ。

中国におけるストアスの需要も低迷。春節の連休にともない2月は、
道路工事の多くが10日間ほど停止となっており、例月に比べストアス
の需要は少ない。さらに景気低迷の影響もあり、幹線道路の新設工事
の発注が限定的となっている。中国税関が先に伝えた2023年12月のア
スファルト輸⼊量は、12万8,800トンと過去最低の⽔準へと落ち込ん
でいた。(2024年1月の中国貿易統計値は2月26日時点で未確定)。

韓国、製油所稼働率高くストアスの供給は充分
韓国では、製油4社の2月20日時点における製油所稼働率が92.7％と

1月下旬の時点と比べ1.3ポイント増加した。SKエナジーのウルサン製
油所(日量84万バレル)を中心とした製油所稼働率は94.2％と高い⽔準
にとどまっている。SKエナジーはストアスの需要低迷を受け、減圧残
油脱硫装置(VRDS)の稼働を引き上げ、相対的に採算の良い舶用燃料や
発電燃料向けの低硫⻩重油の生産を増やし、ストアス向けの高硫⻩重
油の生産を抑える措置を取っているもよう。ウルサン製油所では、第4
常圧蒸留装置で3月中旬から1カ月、定修が実施される予定だ。
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出所:日本アスファルト合材協会の統計年報および速報値を基にリム情報開発が作成。

アスファルト合材需要統計①
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アスファルト合材 月別出荷対比
直近月 6年平均

単位︓千トン

日本アスファルト合材協会が伝えた1月のアスファルト合材製造数

量は、新規と再生が合計236万2,765トンと前年同月比で3.8％、数量
にして9万1,580トン下回った。過去6年の平均を9.4％下回るとともに、
10年前の2014年の⽔準を33.2％下回るなど、合材需要の減少傾向に
⻭止めがかからない。

1月の合材製造数量は、東北、甲信越・北陸および四国が前年の⽔準
を上回ったものの、関東、中部、近畿など大都市圏を中心に他の全て
の地域で減少した。中でも近畿が同比で6.6％、中国地方が同11％そ
れぞれ減少するなど合材製造数量の落ち込みが目⽴った。広島県の1月
の合材製造数量は同比30.9％減の5万4,905トン。広島市で昨年5月に
開催された先進7カ国首脳会議(G7)に向け、県内の多くの幹線道路の
整備が済んだ影響で、今年は大型舗装工事が大きく減少している。
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出所:日本アスファルト合材協会の統計年報および速報値を基にリム情報開発が作成

アスファルト合材需要統計②
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甲信越・北陸の1月の合材製造数量は、9万7,246トンと前年同月比

で28.2％増加した。石川県の製造数量が3万3,092トンと同93.9％急増
した他、新潟県でも2万9,921トンと同19.7％増となった。石川県では、
今年1月に発生した能登半島地震により損壊した道路の部分的な緊急修
復工事向けの需要が増加した。新潟県でも今回の地震の影響で、幹線道
路の多くが液状化により破損しており、補修工事が進み始めた。ただ能
登地方では、津波の被害が大きかった輪島市などでは、土砂崩れや地割
れなどで道路の損壊が著しく、本格的な道路の復旧工事の着手は今年後
半以降に持ち越される⾒通しとなっている。

⻘森県の1月の合材製造数量は、6,658トンと前年同月比で77.9％増
加した。前年に比べ降雪量が少なく、下北半島縦貫道路、⼋⼾環状線な
ど複数の幹線道路で新規、拡幅工事が順調に進んだ。
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2 海外最新トピックス
〜韓国〜
重油輸出が低下、アジア市場低迷で⽯油会社が⽣産を抑制

韓国の重油輸出量がこのところ低迷している。ドバイ原油に対する
重油の精製マージンが⻑らく回復せず、石油会社がガソリンや中間留
分といった他の油種の生産に⼒を⼊れていることが背景にあるとみら
れる。船舶燃料用や発電用需要が盛り上がりを⽋くなかで、石油会社
は当面、重油生産を極⼒抑制するとの⾒方が強く、輸出量も低⽔準が
続く公算が大きい。

韓国石油公社(KNOC)の統計によると、2023年12月の輸出量は約4
万3,000kl。同年8月以来、5カ月連続で5万klを下回っており、最後
に10万klを超えたのは同年1月(約13万6,000kl)だった。

韓国製重油の主要な輸出先はシンガポールやマレーシア。両国には
大規模な石油備蓄タンクがあることから、⼀時的に重油を持ち込み、
船舶燃料用の基材などとして活用されるケースが多い。また、中国も
輸出先の1つとなっており、国営ではない独⽴系製油所が、原油の代
わりに石油製品の精製基材として重油を買い付ける場合がある。
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ただ、23年は中国経済の低迷もあって、アジア域内で船舶燃料の
消費が伸びなかったり、中国独⽴系製油所が生産を落とす動きが浮
上した。また、暖冬傾向から北東アジアで発電用重油を買い付ける
動きが乏しかったとの指摘もある。このためアジアでは総じて重油
の需要が低迷。こうしたことからアジア市場では重油の精製マージ
ンが振るわず、韓国石油会社が生産を抑制する動きにつながったよ
うだ。同国の重油輸出が再び拡大するにはもうしばらく時間がかか
るとの⾒方が強まっている。
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3 アジア各国の国別・地域別輸出⼊量

②日本の国別・地域別⽯油アスファルト輸出量 23年12月

①日本の国別・地域別⽯油アスファルト輸⼊量、輸⼊単価 23年12月

(出所︓財務省貿易統計)

22年1〜12月23年1〜12月22年12月23年11月23年12月

数量(mt)数量(mt)数量(mt)数量(mt)ドル/mt円/mt数量(mt)国別・地域別

7,2973082421,146.61 168,66760中国

100932181,316.79 193,70010トルコ

4147641.72 2536インド

45333-1,867.78 274,7504インドネシア

4302672018---タイ

4,152167----台湾

5------ベトナム

12,07076459721,247.11 183,45080合計

22年1〜12月23年1〜12月22年12月23年11月23年12月

数量(mt)数量(mt)数量(mt)数量(mt)ドル/mt円/mt数量(mt)国別・地域別

277,386320,61724,55229,852564.34 83,01422,713韓国

8661,023-1782,526.17 371,60015米国

1,8288012----中国

2060-----マレーシア

-20-----ドイツ

280,100321,80024,56430,030565.64 83,20522,728合計
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③重油︓国別・地域別日本積み輸出量 23年12月
単位︓kl

④重油︓国別・地域別韓国積み輸出量 23年12月

(出所︓KNOC)

(出所︓財務省貿易統計)

単位︓kl

22年1〜12月23年1〜12月22年12月23年11月23年12月

数量(kl)数量(kl)数量(kl)数量(kl)ドル/バレル円/kl数量(kl)
1,217,7892,037,016130,311270,6951,001.60 147,335302,248中国

1,482,079536,32540,995-658.20 96,82189,678シンガポール

226,808345,83837,24463,263218.79 32,18445,595韓国

120,29745,934-----マレーシア

10,4716,037-----パナマ

103,2064,787-----米国

-945-----豪州

512857-----マーシャル諸島

-260-----ギリシア

88,986------香港

39,463------台湾

4,567------リベリア

907------バハマ

588------ノルウェー

3,295,6732,977,999208,550333,9581,878.59 276,340437,521合計

22年1〜12月23年1〜12月2022年12月2023年11月2023年12月

1,450,080383,031189,84625,28137,524マレーシア

50,93917,1085,468-5,439日本

377,466303,37268,37020,670-シンガポール

-44,043---バングラデシュ

22,10141,817---香港

89,040----中国

1,989,626789,371263,68445,95142,963合計
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⑤日本の国別・地域別重油輸⼊量、輸⼊単価 23年12月

LSA重油︓硫⻩分0.3%以下

A重油︓農林⽔産業向け

A重油その他

C重油︓比重0.9037以上

LSC重油︓比重0.9037以上、硫⻩分0.3%以下

C重油︓比重0.9037以上、硫⻩分0.3%以上

(出所︓財務省貿易統計)

A重油 単位︓kl
22年1〜12月23年1〜12月22年11月23年11月23年12月国別

数量(kl)数量(kl)数量(kl)数量(kl)ドル/バレル円/kl数量(kl)

18,610 ------パプアニューギニア

韓国 - - - 4,542 - 6,542 11,024 

109,819 57,035 4,244 4,471 106.73 98,730 3,464 韓国
53 88 5 9 5,562.73 5,145,800 5 中国
7 ------台湾

42 ------フィリピン
3 68 -----米国

52 ------パナマ
176 ------モーリシャス
40 21 40 ----不明

110,192 57,212 4,289 4,480 114.59 106,005 3,469 合計

3,198 5,967 -----韓国
5 ------米国

115 11 -----不明
3,318 5,978 -----合計

マレーシア - - - - - - 32,321 

508,825 188,837 22,172 5,718 96.96 89,694 17,311 韓国
-80,346 -11,485 141.52 130,910 11,488 豪州

59,735 -29,804 ----マレーシア
70,491 -20,894 ----シンガポール

639,051 269,183 72,870 17,203 114.73 106,135 28,799 合計

123,378 110,270 10,991 2 ---韓国
741,464 264,120 139,323 ----マレーシア

220 200 130 ----タイ
92 ------フィリピン

865,154 374,590 150,444 2 ---合計

18

rim20
新しいスタンプ



①全国トッパー実稼働率(2022年2月〜2024年2月まで)
4 日本の動向

出所:石油連盟

石油連盟がまとめた2月17日時点の常圧蒸留装置(トッパー)実稼働
率は全国ベースで87.4%となり、前週から3.5ポイントの上昇となっ
た。直近4週の実稼働率は平均で85.2%となっている。

設計能⼒中の稼働率は全国で73.9%へと前週から0.8ポイントの下
落。東日本の稼働率は72.4%と前週から0.7ポイント、⻄日本は
76.6%と前週比1.1ポイントのそれぞれ下落となっている。製油所不
調を背景に東⻄の稼働率は抑えられている。
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元売り各社の製油所動向

2月22日現在、停止している蒸留装置は以下のとおり。

【東日本】
⿅島アロマティクス コンデンセート (日量3万5,100バレル)
ENEOS根岸製油所(日量15万3,000バレル)
東亜石油京浜製油所(日量7万バレル)
出光興産愛知事業所(日量16万バレル)
【⻄日本】
ENEOS⿇⾥布製油所(日量12万8,000バレル)

ENEOS、⿅島製油所で陸上出荷規制
東日本の製油所では根岸製油所のトッパー稼働が停止しているが、

間もなく再開の⾒通し。流動接触分解(FCC)装置などの補修工事を目
的に、2月10日より稼働停止した。⿅島製油所では2月16日に重油の
漏洩が発生し、陸上での出荷を停止した。海上出荷は通常どおりと
なっている。⿅島アロマティクスのコンデンセートは生産調整のため
2021年から停止したまま。

⻄日本では、⿇⾥布製油所のトッパーが1月27日より計画どおり定
期修理中。期間は4月下旬まで。⽔島製油所、大分製油所の不調はほ
ぼ解消されている。
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出光興産グループ、愛知事業所の稼働が停止中
東亜石油京浜製油所⽔江工場のトッパーは今も停止している。昨年

12月1日に発生した⽔素発生装置の不具合とそれに伴う脱硫装置停止
がそれぞれ要因。再稼働時期について⼀部関係者によると3月上旬に
繰り越されたとの情報ある。

出光興産愛知事業所は今も停止したままだ。2月6日、⽔素製造装置
にてトラブルが発生。脱硫装置など複数装置が停止したため、稼働を
停止した。

コスモ⽯油、すべてのトッパーが稼働継続
コスモ石油の千葉製油所第1トッパーが2月14日に稼働再開した。

配管トラブルが要因で2月7日に停止したものの、不調は軽微だったよ
うだ。四日市、堺の製油所の稼働は継続している。

太陽⽯油、装置不調は浮上せず
四国事業所の稼働は通常どおり。
2024年6〜7月ごろ、12月〜2025年2月ごろにトッパー停止を伴う

大型定修を実施する。定修の最中、海上出荷については出荷の停止が
商社、ディーラーに伝えられている。また、陸上出荷のカットも順次
通達されているもよう。
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単位:日量/バレル
出所:リム調べ

②製油所稼働の⾒通し(2024年2月〜2024年4月)

4月3月2月精製能⼒東日本・製油所

145,000145,000145,000145,000No.1仙台

ENEOS

168,000168,000168,000175,000No.1⿅島

35,10035,100035,100CS⿅島アロマ

129,000129,000129,000129,000No.1千葉

170,000170,000170,000172,100No.2
川崎

0077,00077,000No.3

153,000153,0000153,000No.4根岸

150,000150,000150,000150,000No.1北海道

出光興産 190,000190,000190,000190,000No.2千葉

160,000160,0000160,000No.1愛知

70,00070,000070,000No.3京浜東亜石油

100,000100,000100,000100,000No.2
四日市昭和四日市

石油 155,000155,000155,000155,000No.3

75,00075,00075,00075,000No.1
千葉

コスモ石油 102,000102,000102,000102,000No.2
86,00086,00086,00086,000No.6四日市

143,000143,000143,000143,000No.2袖ヶ浦富士石油

2,031,1002,031,1001,690,0002,117,200精製能⼒

95.9%95.9%79.8%100.0%設計能⼒対比

4月3月2月精製能⼒⻄日本・製油所

141,000141,000141,000141,000No.1堺

ENEOS

150,000150,000150,000150,000No.3⽔島A工場

95,20095,20095,20095,200No.2
⽔島B工場

105,000105,000105,000105,000No.3

000128,000No.4⿇⾥布

136,000136,000136,000136,000No.3大分

100,000100,000100,000100,000No.1堺コスモ石油

106,000106,000106,000106,000No.1
菊間太陽石油

32,00032,00032,00032,000No.2

00120,000120,000No.2山口⻄部石油

865,200865,200985,2001,113,200精製能⼒

77.7%77.7%88.5%100.0%設計能⼒対比
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単位:日量/バレル
出所:リム調べ

③年間の製油所定修予定(2023年度)

2023年度製油所定期修理・整備計画

停止期間能⼒(b/d)トッパー製油所精製会社

済5月末〜8月上旬145,000No.1仙台

ENEOS

175,000No.1⿅島

35,100コンデン
セートS

⿅島
アロマ

済3月〜4月129,000No.1千葉
172,100No.2

川崎
77,000No.3
153,000No.4根岸

済5月中旬〜8月下旬141,000No.1堺

済10月〜廃棄120,400No.3和歌山

済9月〜11月150,000No.3⽔島A工場
95,200No.2

⽔島B工場
105,000No.3

2024年1月中旬〜4月下旬128,000No.4⿇⾥布
136,000No.3大分

済6月150,000No.1北海道
出光興産 済4月末〜6月下旬190,000No.2千葉

160,000No.1愛知

済1月下旬〜5月末70,000No.3京浜東亜石油
100,000No.2

四日市昭和
四日市石油 済5月末〜6月中旬155,000No.3

120,000No.2山口⻄部石油

済5月下旬〜6月中旬143,000No.2袖ヶ浦富士石油

済10月初旬〜12月初旬75,000No.1
千葉

コスモ石油
102,000No.2
86,000No.6四日市

済8月中旬〜10月初旬100,000No.1堺

済6月下旬〜7月下旬106,000No.1
四国太陽石油 済6月下旬〜7月下旬32,000No.2

3,350,800合 計
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単位:日量/バレル
出所:リム調べ

④年間の製油所定修予定(2024年度)
2024年度製油所定期修理・整備計画

停止期間能⼒(b/d)トッパー製油所精製会社

145,000No.1仙台

ENEOS

175,000No.1⿅島

35,100コンデン
セートS

⿅島
アロマ

129,000No.1千葉
4月末〜6月末172,100No.2

川崎
3月中旬〜6月末77,000No.3
9月末〜11月末153,000No.4根岸

141,000No.1堺
150,000No.3⽔島A工場
95,200No.2

⽔島B工場
105,000No.3

1月下旬〜4月中旬128,000No.4⿇⾥布
5月中旬〜8月上旬136,000No.3大分

7〜9月150,000No.1北海道
190,000No.2千葉

出光興産 9月〜11月160,000No.1愛知
70,000No.3京浜
100,000No.2京浜東亜石油
155,000No.3

四日市昭和
四日市石油 120,000No.2

143,000No.2袖ヶ浦富士石油
4月〜6月75,000No.1

千葉
コスモ石油

4月〜6月102,000No.2
10月〜11月86,000No.6四日市

100,000No.1堺
6月〜7月、12月〜2月106,000No.1

四国太陽石油
6月〜7月、12月〜2月32,000No.2

3,230,400合計
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全国製油所⼀覧(2023年10月現在)

出所:石油連盟
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⑤元売り別A・LSA重油仕切り⼀覧(直近3カ月)

前週対比
ENEOS、出光興産、コスモ石油:⽔曜日通知、⽊〜翌⽔曜日適用

単位:円/リットル

出所:リム調べ

※政府は燃料油価格激変緩和補助⾦を2月22〜28日の週に21.3円支給した。
前週から1.9円の増額。原油コストのみの改定は3.5円のプラスだった。

補助⾦コスモ出光興産ENEOS適⽤日

-21.91.61.61.6日6〜30

12月
-19.90.00.00.0日13〜7

-14.70.20.20.2日20〜14

-13.0-0.8-0.8-0.8日27〜21

-13.82.22.22.2日10〜28

1月
-15.0-1.7-1.7-1.7日17〜11

-16.3-0.3-0.3-0.3日24〜18

-18.2-0.9-0.9-0.9日31〜25

-21.4-0.2-0.2-0.2日7〜1

2月
-19.80.60.60.6日14〜8

-19.40.40.40.4日21〜15

-21.31.61.61.6日28〜22
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⑥元売り、商社、官庁、需要家の動き

伊藤忠エネ、カーライフ部門を東⻄営業部に改編

伊藤忠エネクスは4月1日付で組織改定を実施する。SS事業などを
展開するカーライフ部門の北日本営業部、東日本営業部、⻄日本営業
部、九州営業部を「東日本営業部」と「⻄日本営業部」の東⻄に分け
る。

また、産業エネルギーやターミナル事業などを手掛けている産業ビ
ジネス部門もアスファルト資材部、船舶製品部、エネルギー法人営業
部を「東日本法人営業部」と「⻄日本法人営業部」に改編する。組織
体制のスリム化や効率化を進め、意思決定を加速させる方針だ。

丸紅エネ、丸紅鈴⽊アブダビ⽀店⻑が社⻑に

丸紅エネルギーは丸紅の鈴⽊康昭アブダビ支店⻑を社⻑に迎える人
事を内定した。6月下旬開催予定の株主総会および取締役会で正式に
決定する。本郷孝博社⻑は退任する。

鈴⽊新社⻑は1988年丸紅⼊社。石油や天然ガス部門が⻑く、2017
年エネルギー本部副本部⻑、2020年アブダビ支店⻑。早大卒。
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三菱商事エネ、松下DGI社⻑が社⻑に就任

三菱商事エネルギーは6月28日付でDiamond Gas International
Pte.Ltd.(DGI)の松下剛社⻑が社⻑に就任する人事を内定した。南浩⼀
社⻑は三菱商事に復帰する。

松 下 新 社 ⻑ は 1994 年 三 菱 商 事 ⼊ 社 。 2023 年 Diamond Gas
International Pte.Ltd.社⻑。福岡県出身。京大法卒。

Diamond Gas International Pte.Ltd.は2013年に設⽴され、LNG
販売やLNG船事業を手掛けるLNGマーケティング会社。

シナネンHD、⼦会社の中込社⻑が昇格

シナネンHDは2月9日開催の取締役会で、⼦会社の総合ビル管理会
社シナネンアクシア中込社⻑が社⻑に昇格する人事を内定した。6月
26日の株主総会およびその後の取締役会で正式に決定する。山﨑正毅
社⻑は代表権がある会⻑に就く。

シナネンアクシアはビルメンテナンスや施設運営などを手掛る総合
建物管理会社で、2023年10月に⼦会社4社が統合し、誕生した新会社。
中込新社⻑は1997年にシナネンHD⼊社。2012年インデス社⻑、
2021年タカラビルメン社⻑など、グループの非エネルギー中核事業に
携わってきた。神奈川県出身。明大卒。

今回の人事について同社は、2024年3月期業績予想の下方修正など
を受け、経営責任の明確化を図り、経営体制の刷新を決めたという。
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単体の取り扱い量

増減22年4〜12月23年4〜12月油種

-12.8%321280重油

32.0%8541,127船舶石油

6.7%9541,018PKS

70.4%415707ウッドペレット
単位:重油・船舶石油 1,000kl

PKS・ウッドペレット 1,000トン

出所:決算資料

阪和興業、船舶⽯油取り扱い量が大幅増

阪和興業が2023年4〜12月に取り扱った燃料実績によると、重油は
前年比12.8％減の28万klに対し、船舶石油は同32％増の112万
7,000klに達した。経済需要の回復が燃料の取り扱い増につながった。

また、同社は次世代エネルギーとしてバイオマス関連に注⼒してお
り、PKS(パーム椰⼦殻)は前年比6.7％増の101万8,000トン、ウッド
ペレットは同70.4％増の70万7,000トンまで大幅に伸ばしている。

ENEOS⿅島製油所で重油が漏洩

ENEOSの⿅島製油所で16日、石油製品の陸上出荷が停止した。午
前6時45分ごろ出荷配管設備から重油の漏洩が⾒つかり、重油の出荷
を停止。その後、消防当局により白油を含む出荷配管の検査指示を受
け、午前8時10分ころに白油の出荷も止めた。22日現在、白油3品の
出荷は再開済みだが、LSA重油の出荷は停止中。市場関係者によると、
2月いっぱい出荷は⾒送られる予定という。振替先として宇都宮ター
ミナルや⼋潮ターミナルで引き取る卸業者や⼩売業者もいる。
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産燃価格は大口ローリー価格
単位:円/㍑、資源エネ庁資料

⑦産燃価格とスポット価格の比較(直近6カ月)

資源エネルギー庁がまとめたA重油産燃価格によると、2023年12
月の全国平均は大型ローリー納⼊分が前月比1.8円高の93.7円だった。
原油安を背景に燃料油補助⾦が減額されたのを受け、卸価格が強含ん
だ影響だ。12月のLSA重油スポット価格は名阪製油所出しが同2.3円
高の78.8円(リム調べ)となっている。

前月比
2023年

12月11月10月9月8月7月

1.893.791.990.397.1101.395.2全国平均

1.595.4 93.9 93.3 98.6 103.8 98.0 北海道

1.695.1 93.5 91.9 98.4 101.4 95.1 東北

1.891.0 89.2 87.0 94.3 99.0 92.7 関東

0.890.2 89.4 87.1 95.2 100.2 93.0 中部

2.193.4 91.3 90.8 97.5 100.8 95.4 近畿

2.795.6 92.9 92.1 99.1 103.1 96.1 中国

1.592.8 91.3 88.3 94.0 100.5 95.3 四国

1.599.2 97.7 96.0 101.8 105.1 99.3 九州・沖縄

95.2

101.3

97.1

90.3
91.9

93.7

81.5

88.6

81.7

73.1
76.5

78.8

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

18.0

70.0
73.0
76.0
79.0
82.0
85.0
88.0
91.0
94.0
97.0

100.0
103.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月

価格差 全国平均 陸上4リム価格(LSA重油)
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⑧⼊札動向
官公需⼊札実績

リム調べ

官公需⼊札

納⼊業者納期価格
(円)

数量
(kl)納⼊先都道府県油種開札日

福島県漁連4〜3月111.9940福島福島県LSA重油2月21日

正栄石油4〜9月112280尾鷲港三重県LSA重油2月21日

サンヨー石油商事3月9028客船事務所福岡県LSA重油2月21日

北日本石油4〜3月130240⻘森⻘森県LSA重油2月20日

太洋石油4〜3月112.51,200⼋⼾⻘森県LSA重油2月20日

北日本石油4〜3月113250釜石岩手県LSA重油2月20日

アワヘイ4〜7月12057鳥羽港三重県LSA重油2月20日

アミックス4〜3月118.53,000宮城(仙台塩釜港)宮城県LSA重油2月19日

茨城沿海地区漁業協同
組合連合会2月26日117.480⿅島丸大洗港茨城県A重油2月19日

TANIX3月82.761三重交通GSの杜鈴⿅三重県LSA重油2月16日

鮴崎石油販売所3月5日84.245向島ドック尾道市 巡視船き
たかみ広島県LSA重油2月16日

高⾒澤4〜3月85.8590栗生楽泉園群馬県A重油2月15日

中川物産3月80.98630北千歳駐屯地北海道LSA重油2月15日

北日本石油3月29日83.980苗穂分屯地北海道LSA重油2月7日

林兼石油3月2〜26日81.923海洋高校実習船(下関市)京都府LSA重油2月6日
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単位︓円

全国漁業協同組合連合会(全漁連)は、2月前半の系統向けA重油価格につ
いて、1月後半から0.5円の引き上げを通知した。⼀方、京浜海上A重油2
月1〜15日の平均値は79.12円で、1月後半から0.2円安となった。

全漁連は月に2回価格を改定し、JF県漁連などにA重油を販売している。

⑨全漁連のコスト変動グラフ

京浜海上A重油

全国漁業協同組合連合会

単位︓円
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5 舶⽤燃料の最新動向

a) VLSFO価格とMF0.5%S価格比較検証

2020年IMO規制以前の世界では、バンカーの主流は石油精製の過程
で残渣として産出される高硫⻩重油(HSFO)だった。HSFOは原油の精
製量と⼆次装置の稼働率に比例して産出されるため、市況は概ね原油相
場と需給環境に連動した。ところが、2020年1月以降、目的生産物であ
る適合油(VLSFO)がバンカーの主役になり代わると状況は⼀変した。適
合油の市況は、需給環境だけではなく、基材が競合するガソリン、中間
留分の市況とも密接にかかわってくるからだ。

次頁では、リム情報開発が中国・舟山でVLSFO価格のアセスを開始し
た2020年11月以降のアジア主要港におけるVLSFO価格とMF0.5%S価
格差の推移をまとめている。シンガポールを例にとってみると、VLSFO
価格のMF0.5%Sに対するプレミアムの平均値は2024年1月末時点で
39.96ドル、レンジはマイナス3.75〜プラス261.75ドルとなっている。

なお、VLSFO価格のMF0.5%Sに対するプレミアムが急騰した2022
年5月から7月(⻩⾊のハイライト部分)は、2022年2月のロシア軍によ
るウクライナ侵攻に伴うロシア産原油の禁止措置に伴い、需給バランス
が崩れ、原油相場に対する石油製品高の傾向が強まったことによるもの
だ。
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【 VLSFO価格・MF0.5%S価格差推移(月間平均)】 (単位︓US$/MT) 

出所︓リム作成

台湾フジャイラ日本韓国香港舟山上海シンガポール

34.99 22.13 13.70 14.94 5.99 17.75 23.23 14.08 Nov-20
35.73 10.29 19.47 21.16 15.42 16.86 26.42 10.68 Dec-20
43.57 15.10 32.62 47.67 9.05 25.57 32.38 16.38 Jan-21
39.74 13.44 19.29 27.64 9.69 13.94 23.94 16.89 Feb-21
40.32 21.36 32.53 22.45 13.27 17.27 31.88 12.79 Mar-21
35.76 9.58 20.58 16.67 13.58 8.76 23.81 10.44 Apr-21
35.79 2.69 29.98 45.69 21.79 -0.31 17.55 4.50 May-21
35.19 2.60 20.10 25.06 10.56 1.47 13.83 4.69 Jun-21
39.69 4.15 26.92 10.51 14.28 2.10 20.19 10.42 Jul-21
41.82 9.23 28.14 19.73 18.82 3.00 22.64 11.73 Aug-21
38.52 8.11 17.89 24.43 18.34 6.30 25.84 13.16 Sep-21
46.23 17.42 21.13 7.94 17.27 8.37 32.61 15.32 Oct-21
53.20 28.98 61.80 33.11 24.07 15.57 41.61 28.75 Nov-21
69.21 32.73 52.99 45.03 39.73 19.47 47.38 50.25 Dec-21
58.83 35.14 34.41 39.04 39.25 30.30 51.57 41.14 Jan-22
66.86 37.51 33.21 25.51 39.56 4.21 40.06 37.86 Feb-22

102.17 68.57 78.91 60.78 43.09 17.52 53.26 45.78 Mar-22
96.01 71.49 115.68 87.54 68.73 60.92 85.49 59.58 Apr-22

116.63 80.85 119.40 174.35 101.49 108.72 136.17 85.63 May-22
189.77 173.27 195.41 140.82 188.27 184.18 205.82 174.73 Jun-22
209.15 185.01 207.49 154.68 188.68 192.92 218.20 188.73 Jul-22
112.36 142.71 94.40 44.58 61.36 57.14 79.97 68.18 Aug-22
91.84 52.61 65.93 61.93 56.75 60.11 91.70 39.52 Sep-22

102.94 37.04 98.23 79.51 64.99 57.70 88.56 57.23 Oct-22
81.41 18.09 87.36 30.27 64.50 50.32 71.18 37.05 Nov-22
99.84 59.43 75.48 99.52 61.89 83.80 96.70 55.93 Dec-22
86.13 46.26 54.49 93.31 61.72 57.17 73.17 54.40 Jan-23
76.96 31.31 72.86 48.81 58.81 31.46 53.71 42.06 Feb-23
74.86 19.77 70.03 47.90 49.99 25.29 44.47 22.77 Mar-23
66.13 16.53 52.78 39.78 52.08 31.13 57.33 23.93 Apr-23
70.60 13.21 40.21 56.16 61.51 37.55 60.77 32.68 May-23
69.51 11.51 61.38 61.51 55.83 36.97 51.51 33.19 Jun-23
58.07 -2.36 62.36 28.31 26.64 20.17 33.64 20.26 Jul-23
55.37 1.37 49.33 38.50 35.37 20.59 31.20 19.93 Aug-23
58.54 4.54 38.92 32.39 40.25 27.63 40.54 20.20 Sep-23
70.14 13.91 46.73 53.27 39.45 42.05 48.50 33.18 Oct-23
72.57 40.52 60.43 47.66 63.20 68.20 75.02 65.93 Nov-23
61.78 33.89 82.17 78.67 56.83 77.78 88.11 40.22 Dec-23
62.00 20.20 83.65 40.20 87.80 51.30 65.90 38.25 Jan-24
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VLSFO価格のMF0.5%Sに対するプレミアムは2022年7月に188.73
ドル(シンガポール)とピークを迎えた後、供給量の回復に伴い落ち着き
を取り戻している。2023年に⼊ると、VLSFOの余剰感が強まり、プレ
ミアムは縮⼩傾向になっている。世界的な景気後退を受けた荷動きの停
滞、温室効果ガス(GHG)削減を目的とした低燃費船の竣工増、減速運転
の普及などがその理由として挙げられている。

⼀方、中東における地政学リスクの高まりを受け、スエズ運河の通峡
を避け、はるかに遠回りとなる喜望峰周りの航路を選択する船社が増え
るなど、強材料もみられる。2024年のVLSFO価格とMF0.5%Sの価格
差はこのように強弱材料を織り交ぜながら、平均値並みで推移するとみ
られている。

ただ、開戦から2年が経過したロシア軍によるウクライナ侵攻、緊迫
化が続く中東情勢などの地政学リスク、11月5日に実施される米大統領
選挙など、相場に影響を及ぼす要因が数多く存在するため、予断を許さ
ない状況が続きそうだ。
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出所︓リム調べ
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(単位:US$/MT)

出所︓リム作成

【VLSFO価格・MF0.5%S価格対比(20年11月〜24年1月)】

-100.00

-50.00

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

シンガポール 上海 舟山 香港 韓国 日本 フジャイラ 台湾

香港舟山上海シンガポール

DAYUS$/MTDAYUS$/MTDAYUS$/MTDAYUS$/MT

2021/7/20-12.252022/3/8-91.252022/3/3-13.25 2021/5/28-3.75最小値

2022/7/18277.75 2022/7/18282.75 2022/7/18300.75 2022/7/18261.75 最大値

48.59 40.59 59.46 39.96 平均値

台湾フジャイラ日本韓国

DAYUS$/MTDAYUS$/MTDAYUS$/MTDAYUS$/MT

2020/12/414.75 2023/8/10-28.002020/11/244.00 2022/3/9-20.75最小値

2022/7/15283.75 2022/8/2300.00 2022/7/18311.75 2022/5/18325.50 最大値

71.98 36.31 60.89 52.02 平均値
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b)シンガポール最新事情

シ ンガ ポ ール 海事港 湾庁(MPA: Maritime Port Authority of
Singapore)によると、1月のバンカー重油販売量は490万6,100トン
(速報値)と前年同月比で52万7,780トン(12.1%)大幅に増加する⼀方、
前月比では14万4,540トン(2.9%)減少した。なお、MFO(高硫⻩重
油)がバンカー重油販売量全体に占める割合は33.81%、バイオディー
ゼル、LNG、メタノールなどの次世代燃料が占める割合は1.14%と
なっている。

【⼀日あたりの販売量推移】

単位︓千トン

数量対象月数量対象月数量対象月
158.261Jan-24141.236Jan-23129.966 Jan-22

0.000Feb-24135.569Feb-23125.242 Feb-22
0.000Mar-24134.805Mar-23121.609 Mar-22
0.000Apr-24141.959Apr-23125.000 Apr-22
0.000May-24145.978May-23130.452 May-22
0.000Jun-24131.097Jun-23125.199 Jun-22
0.000Jul-24145.727Jul-23132.878 Jul-22
0.000Aug-24137.261Aug-23132.784 Aug-22
0.000Sep-24142.119Sep-23131.982 Sep-22
0.000Oct-24141.985Oct-23137.186 Oct-22
0.000Nov-24142.182Nov-23145.852 Nov-22
0.000Dec-24162.924Dec-23136.059 Dec-22

158.2612024年141.9842023年131.224 2022年
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単位︓トン
出所︓シンガポール海事港湾庁資料を元にリムが作成(24年1月末時点)

【油種別・月間平均販売数量⼀覧】

【2024年油種別月間販売数量⼀覧】
新燃料バイオディーゼル既存燃料月間販売量月

MethanolLNGULSFOLSFOMFOLSMGOMGOMDOULSFOLSFOMFOLSMGOMGOMDO

0.010.40.045.30.00.00.00.00.02,861.11,658.8317.013.50.04,906.11月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

0.010.40.045.30.00.00.00.00.02,861.11,658.8317.013.50.04,906.1合計

0.010.40.045.30.00.00.00.00.02,861.11,658.8317.013.50.04,906.1平均

0%0%0%1%0%0%0%0%0%58%34%6%0%0%100%

新燃料バイオディーゼル既存燃料月間平均値年

MethanolLNGULSFOLSFOMFOLSMGOMGOMDOULSFOLSFOMFOLSMGOMGOMDO

0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,017 3,617,420 65,385 78,014 126 3,762,962 2015

0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,636 3,874,685 94,728 71,120 38 4,051,208 2016

0 67 0 0 0 0 0 0 0 12,141 4,039,123 107,090 61,341 6 4,219,767 2017

0 0 0 0 0 0 0 0 0 27,665 3,931,747 128,249 62,236 0 4,149,896 2018

0 75 0 0 0 0 0 0 0 456,593 3,175,143 257,490 66,003 63 3,955,369 2019

0 0 0 0 0 0 0 0 33,400 2,840,305 887,774 338,514 52,746 17 4,152,756 2020

0 4,099 0 168 0 0 0 0 0 2,739,298 1,086,243 310,168 30,023 0 4,169,999 2021

0 1,358 0 11,683 0 0 0 0 0 2,499,583 1,166,008 301,052 11,708 0 3,991,392 2022

25 9,238 0 43,168 468 17 0 0 0 2,558,446 1,393,057 295,626 18,627 0 4,318,670 2023

0 10,420 0 45,282 0 0 0 0 0 2,861,127 1,658,822 316,982 13,467 0 4,906,100 2024

0%0%0%0%0%0%0%0%1%68%21%8%1%0%100%
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c)燃料別コスト比較(ヒストリカルデータ)

リム情報開発は、バンカー重油に限らず、各油種のヒストリカル
データを⻑年にわたり蓄積している。次頁以降では、単純な油種別の
価格比較と、熱量等価重量の係数を用いた換算後参考値の価格比較を
それぞれ掲載している。LNG/LPGに関しては、バンカーとしての評
価が反映されていない「単純比較」ではあるが、これらガス燃料は1
トンあたりの発熱量が大きいため、熱量換算後は、重油燃料に対し価
格競争⼒を有していることがわかる。
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【油種別月間平均値(換算前)】 (単位︓US$/MT)

出所︓リム作成

LPGLNGA重油VLSFOC重油

818.911,348.43764.79732.95625.25Feb-22

928.402,167.82759.17924.59736.02Mar-22

858.691,494.54693.01902.60728.93Apr-22

821.691,092.51633.15956.14707.91May-22

777.221,519.43657.131,136.95654.45Jun-22

735.612,205.81605.111,012.40532.12Jul-22

684.992,827.84606.30796.93536.46Aug-22

659.162,286.05583.87714.95480.05Sep-22

627.401,642.26565.84762.64495.26Oct-22

704.931,440.07578.68719.95504.00Nov-22

627.181,625.43618.17628.45469.18Dec-22

714.051,107.63637.05639.14471.05Jan-23

734.60806.71614.41666.25494.20Feb-23

602.77694.58622.29622.07521.67Mar-23

587.06629.28628.79630.25559.05Apr-23

531.09525.53604.81580.98513.80May-23

484.78571.41616.17610.86518.09Jun-23

527.80583.20648.09622.50561.12Jul-23

627.87677.96689.07663.67596.07Aug-23

700.48741.97634.66675.07583.31Sep-23

668.88862.56556.66675.82540.64Oct-23

705.08836.98573.65676.77526.64Nov-23

647.68673.68622.06649.69518.31Dec-23

627.15526.77612.23660.98516.85Jan-24
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【油種別月間平均値(換算後参考値)】 (単位︓US$/MT)

出所︓リム作成

LPGLNGA重油VLSFOC重油

689.391,039.29737.69717.51625.25Feb-22

781.571,670.82732.28905.11736.02Mar-22

722.881,151.90668.46883.58728.93Apr-22

691.74842.04610.72935.99707.91May-22

654.291,171.08633.851,113.00654.45Jun-22

619.261,700.10583.67991.08532.12Jul-22

576.652,179.53584.82780.15536.46Aug-22

554.911,761.95563.18699.89480.05Sep-22

528.181,265.75545.79746.58495.26Oct-22

593.441,109.92558.18704.79504.00Nov-22

527.991,252.78596.27615.22469.18Dec-22

601.11853.70614.48625.67471.05Jan-23

618.42621.76592.64652.21494.20Feb-23

507.44535.34600.25608.96521.67Mar-23

494.21485.01606.52616.97559.05Apr-23

447.09405.05583.38568.74513.80May-23

408.11440.41594.34598.00518.09Jun-23

444.32449.49625.13609.39561.12Jul-23

528.57522.53664.66649.69596.07Aug-23

589.69571.86612.18660.85583.31Sep-23

563.09664.81536.94661.58540.64Oct-23

593.57645.09553.33662.52526.64Nov-23

545.24519.23600.03636.00518.31Dec-23

527.96406.00590.54647.05516.85Jan-24
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【注釈】 いずれもリム価格を採⽤。

C重油価格 (京浜380cst) 艀代込み価格中値(注)
VLSFO価格 (京浜0.5%) 艀代込み価格中値
A重油価格 (京浜0.5%) 艀代込み価格(注)
LNG価格 (RIM Asia Index) 日本・中国、韓国、台湾届け価格
LPG価格(RIM Asia Index) 日本・中国届け価格

・A重油価格は、0.5%Sの京浜海上バージスポット価格(円貨)に
当日のTTSと密度0.89で割って算出した。

・LNG価格は、換算係数51.58をかけてMTあたりの価格を算出した。
※Btuは英国熱量単位(British thermal unit)の略。
(LNGの取引単位として使用されている)

1Btuは標準気圧のもとで質量1ポンドの⽔を 60.5°Fから 61.5°Fまで
温度を上昇させるのに要する熱量。
なお、mmはMillionの略で百万倍に相当する。

・LPG価格は、プロパンを7割、ブタンを3割の比率で算出した。

・原油価格はドバイ価格(ドル/BBL)を係数0.135で割って算出した。

注.A重油価格に関しては、2022年1月27日から支給が始まった補助⾦を織り込んだ唱えも採用。
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【資料①】熱量等価重量比較

異なる燃料のコストを比較する上で重要な点は、燃料の種類ごとに
発熱量を調べ、同じ熱量を得るために必要な数量、つまり熱量等価重
量(MT)を算出することである。以下の表は、現在使用されているC重
油を1.00として、各燃料との対比を示したものである。

例えば、C重油100トンを使用して、得ることができる熱量は、
LNGであれば77トン、LPGであれば84トンで足りる計算になる。
従って、熱量等価重量比較の観点から⾔えば、LNG/LPGはそれぞれの
単価に77%、84%をかけた価格が、C重油との価格比較の前提となる。

出所︓資源エネルギー庁 2020年1月改訂 標準発熱量をもとにリム作成

LPGLNGA重油VLSFOＣ重油

1.65 1.78 1.07 1.04 1.00 熱量等価重量比較(M3)

0.84 0.77 0.96 0.98 1.00 熱量等価重量比較(MT)

0.84 0.77 0.96 0.98 1.00 熱量等価価格比較(US$)
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【1m3あたり】

【1mtあたり】

【資料②】単位発熱量

ある物質が、完全燃焼した際に出す熱量を単位化したもの。単位は
J(ジュール)で表す。MJ(メガジュール)はJの100万倍に相当する。国
内においては、2010年3月に改正された「地球温暖化対策の推進に関
する法律」により、各燃料の発熱量が定められている。なお、1MJは
238.89kcalに相当する。

出所︓資源エネルギー庁 2020年1月改訂 標準発熱量をもとにリム作成

KcalMJmt

9,980,782.42 41,780.00 0.991 Ｃ重油

9,567,982.23 40,052.00 0.930 VLSFO

9,292,782.10 38,900.00 0.890 A重油

5,618,908.17 23,521.00 0.430 LNG

6,053,561.93 25,340.48 0.506 LPG

KcalMJm3

10,071,425.25 42,159.43 1.009 Ｃ重油

10,288,152.93 43,066.67 1.075 VLSFO

10,441,328.20 43,707.87 1.124 A重油

13,067,228.30 54,700.00 2.280 LNG

11,963,561.12 50,080.00 1.976 LPG
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【資料③】CO2排出量比較

次に各燃料のCO2排出量を比較することで、環境に与える影響を評
価してみる。以下の表は、現在使用されているC重油を1.00として、
各燃料との対比を示したものである。

LPGLNGA重油VLSFOＣ重油

1.00 0.90 0.90 0.94 1.00 重量等価CO2排出量(MT)

0.83 0.69 0.97 0.98 1.00 熱量等価CO2排出量(MT)

同じ熱量を得るために必要な数量、熱量等価重量(MT)で比較した
場合、LNGであればC重油の69%、LPGであれば83%のCO2排出量
に留まる。従って、環境面でも未来の代替燃料になることが期待さ
れている。

出所︓リム作成
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【資料④】CO2排出量係数と単位発熱量

出所︓資源エネルギー庁 2020年1月改訂 標準発熱量

(GJ/t)CO2排出係数 (Tco2/GJ)

単位発熱量単位量当り発熱量当り

41.78 3.00 0.0715 Ｃ重油

40.05 2.83 0.0702 VLSFO

38.90 2.71 0.0693 A重油

54.70 2.70 0.0495 LNG

50.08 3.00 0.0590 LPG

なお、VLSFOに関しては、日本国内においても、各石油元売り、
製油所ごとに性状が異なり、定量化することが難しい。したがって、
現時点で⼀般的なVLSFOの密度である0.93を元に、C重油とA重油の
割合を計算し算出している。
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6 原油CIF価格-JCC-予想

注記
*注1ドバイ原油は、リム情報開発が確定する値を採用。
*注2 JCC予想値は、2月19日時点の値。
*注3 4〜5月の為替は、三菱UFJ銀⾏による2月19日時点の先渡為替価格(TTSレート)を採用。

JCC 適⽤
ドバイ

(ドル/バレル）
JCC(CIF)

 (ドル/バレル)
為替

 (ドル/円）
JCC(CIF)

 (円/キロリットル)

2023年1月 確報 81.32 88.28 132.09 73,336

2023年2月 確報 82.04 87.89 130.35 72,049

2023年3月 確報 78.70 85.44 134.90 72,488

2023年4月 確報 83.50 83.54 132.18 69,448
2023年5月 確報 75.50 86.46 135.37 73,610
2023年6月 確報 74.80 82.15 139.27 71,957
2023年7月 確報 80.41 80.53 142.35 72,095
2023年8月 確報 86.36 82.17 142.36 73,569
2023年9月 確報 92.94 86.57 146.48 79,754
2023年10月 確報 89.75 92.77 148.87 86,859
2023年11月 確報 83.19 93.92 150.33 88,791
2023年12月 二次速報 77.21 90.24 147.09 83,476
2024年1月 予想 79.15 86.37 143.95 78,210
2024年2月 予想 80.86 84.35 148.18 78,620
2024年3月 予想 81.59 82.49 149.95 77,810
2024年4月 予想 81.08 83.22 150.10 78,570
2024年5月 予想 80.46 83.76 149.41 78,720

3月に日本へ輸⼊、通関される原油の2月19日時点の⾒通しは、ドル

建てが82.49ドル/バレルと2月9日に比べ40ント、円建てが77,810円
/klと同660円それぞれ上昇した。

ドバイ原油の相場の上昇に加え、為替が円安に転じたことを映した。
3月物に適用される通関用の為替レートは149.95円と、2月9日に比べ
55銭の円安ドル高となった。4月物のドル建ては83.22ドルと同79セ
ント、円建ては78,570円と同1,130円いずれも切り上がった。
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原油CIF価格-JCC-予想解説

リム情報開発による2月19日時点における3月(5月積み)のドバイ原

油の価格は、81.59ドルと2月9日に比べ1.23ドル上昇した。4月(6月
積み)の価格は81.08ドルと同1.24ドル高となった。

中東情勢の緊迫化の度合いが増すなか、中東産原油に対する供給懸
念の強まりを受け、ドバイ原油に対する買いが優勢となった。また、
石油輸出国機構(OPEC)が堅調な石油の需要⾒通しを維持したことも買
いを誘った。

OPECは13日に公表した月報で、2024年の世界の石油需要として前
年対比で日量225万バレル、2025年は前年比で同185万バレルそれぞ
れ増加するとの⾒通しを伝えた。

期先物のドバイ原油の限月間格差は、3月と4月の格差が3月の51セ
ント高と2月9日からバックワーデーションが1セント縮⼩した⼀方、4
月と5月の格差は4月の62セント高と同比でバックワーデーションが10
セント拡大した。

FOB価格の⾒通しは、3月物が80.89ドル、4月物が81.62ドル。
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原油CIF価格-JCC-予想解説

サウジアラビアの国営サウジアラムコはこれまでに、日本をはじめ

とするアジアの⻑期契約者に対して、3月積みのサウジアラビア産原油
を契約数量どおりに供給すると伝えた。 石油輸出国機構(OPEC)と非
OPEC主要産油国で構成する｢OPECプラス｣の協調減産に加え、日量
100万バレルの⾃主減産を続けるサウジアラムコは、アジアの契約者
向けの販売量の確保に動いている。

また、韓国など⼀部のエネルギー企業は、サウジアラムコに対して
引き取り数量の増量を要請したもよう。サウジアラムコが市場予想に
反し、3月積み公式販売価格(OSP)の引き上げを⾒送ったことから、サ
ウジアラビア産原油に対して値ごろ感を強める需要家が少なくなかっ
た。

アラブ首⻑国連邦(UAE)産マーバン原油など4月積みの中東産軽質原
油のスポット相場は、2月中旬の商いで強含んだ。19日15時30分時点
で、ICEアブダビ先物取引所(IFAD)における4月限マーバン原油の相場
は、ドバイ市況に対して1.15ドルのプレミアムと前回9日の⽔準を7セ
ント上回った。

シンガポールにおける中間留分の精製マージンが底堅く推移し、軽
質原油に対する引き合いが堅調となった。
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⽤語解説
【CIF】成約品を仕向け港まで運送する費用、海上保険料は売り手が負担。
【JCC】日本に毎月、輸⼊される原油の総平均値。通関原・粗油CIF価格の同義語。
【OSP】産油国などが独⾃に定める公式販売価格の名称。
【VLCC】原油を最大200万バレル積載可能な大型船。
【重質原油】製油所で精製した際に、重油留分の得率の多い油種。サウジ産アラブヘビ－、イラン
産イラニアンヘビ－などが代表油種。

【CIF価格(JCC⾒通し)掲載日のお知らせ】
今後の掲載予定日をお知らせ致します。

3月︓4日、12日、21日
4月︓2日、11日、22日
5月︓2日、10日、21日

原油CIF価格-JCC-予想解説

サウジアラビアのラスタヌラ港から日本の千葉港における大型原油
タンカー(VLCC)のWorldscale(WS)は、19日時点で89前後と9日の⽔
準から約23ポイント急上昇した。

欧州で米国産原油や⻄アフリカ産原油に対する需要が高まり、⻑距
離航路を担うVLCCの傭船需給が世界的に引き締まった。イエメンの親
イラン武装組織フーシ派が紅海で商船への攻撃を継続していることを
受け、欧州企業は紅海を経由して供給される中東産原油の調達につい
て慎重な姿勢を示している。
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シンガポールの1月バンカー重油販売量、前年比12.1%増

シンガポール海事港湾庁(MPA)はこのほど、1月のシンガポール港
でのバンカー重油販売量が490万6,100トン(速報値)だったと発表し
た。前年比で12.1%(52万7,780トン)大幅に増加する⼀方、前月比で
は2.9%(14万4,540トン)減少した。

1月のMFO(高硫⻩重油)の販売量は165万8,822トンと前年比で40
万7,702トン大幅に増加する⼀方、前月比では15万1,738トン減少し
た。LSFO(適合油)は286万1,127トンと前年比で8万7,017トン、前
月比では2万4,667トンそれぞれ増加した。LSMGOは31万6,982トン
と前年比で3,312トン、前月比で5,362トンそれぞれ増加した。

なお、MFOがバンカー重油販売量全体に占める割合は33.81%、バ
イオディーゼル、LNG、メタノールなどの次世代燃料が占める割合は
全体の1.14%となっている。

リム情報開発の調べでは、同港での1月のVLSFO平均価格は616.25
ドルと前月の606.61ドルと比べ9.64ドル上昇した。

7 業界百聞
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エルニーニョ現象、春の終わりにかけて平常状態に

気象庁が2月9日発表したエルニーニョ監視速報によると、エルニー
ニョ現象は昨春から続いており、今春の終わりに平常状態に戻る可能
性が高いという。今夏には平常状態に移⾏する⾒込みだ。

エルニーニョ現象が発生すると、日本では冷夏、暖冬になりやすい
傾向があるといわれている。南米ペルー沿岸から太平洋赤道付近の日
付変更線にかけての広い範囲で、海面⽔温の高い状態が半年以上続く
現象で、世界的に異常気象をもたらす。

バージガソリン3月限納会、16カ月連続で受け渡しゼロ

2月22日に納会を迎えた東京商品取引所の石油製品3月限は、バー
ジガソリン、灯油、軽油ともに今回も受け渡しはゼロだった。納会値
はバージガソリンが前月同値の81,000円、灯油も同値82,500円、軽
油が同1,100円安の82,200円。受け渡しゼロはガソリンが16カ月連
続、灯油は13カ月連続。軽油は形骸化で変わりはない。

先物市場は政府補助⾦の対象から外れているため、多くの市場関係
者が距離を置いており、取引の流動性はじり貧状態。政府は補助⾦事
業を来年4月末まで実施方針を打ち出しているが、夏までの延⻑など
を求める声が政府関係者から漏れ伝わるなど、先物市場の復活はさら
に時間がかかりそうだ。
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【ご利⽤にあたって】
リムCROSS VIEW重油レポートはリム情報開発株式会社の著作物となっ

ており、無断での転載、転送は著作権法により堅く禁じられております。購
読契約者である組織以外だけでなく、契約者の組織内の他部署、支社、支店
などへの転送も出来ません。本レポートの全部もしくは⼀部を使用する場合
は当社にご相談ください。

リム情報開発株式会社は、購読者が本レポートの情報を用いて⾏う⼀切の
⾏為に関して責任を負いません。また、天災、事変その他非常事態が発生、
あるいは発生するおそれがあり、レポート発⾏が困難となった場合、⼀時的
に中断することがあります。

リム情報開発株式会社
〒104-0032
東京都中央区八丁堀1-9-8
八重洲通ハタビル3階
Tel: 03-3552-2411 
Fax: 03-3552-2415
Eメール:info@rim-intelligence.co.jp
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